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簡易パイプノ¥ウス牛舎における肥育牛の虫液性状と肉質

間 章生・審圏正克・道後泰治・鳥館善郎'

要約

既存牛舎の肥宵牛を対照としてパイプハウスにおける肥育牛の由液成分を調べることにより健様

状態を比較し，さらに増体性及び肉費について検討した.

1 畠清中コルチゾール濃度は， 3カ丹後にパイプハウスのコルチゾールが既存牛舎に比べ著しく

高くなり，試験終了時においてもパイプハウスが高い傾向を示した.遊離脂訪酸と r-GTPは試

験終了時にパイプハウスで有意に高い鑑を示した.血清中ビタミンA濃度は試験期揺を遇してパ

イプハウスの方が顕著に低い値であった.

2 試験期間中の 1自当たりの増体景はパイプハウス 0.56同，既拝牛舎0.66泊と既帯牛舎の方が

増体性が良い傾向が認められた.

3 枝肉重量，ロース芯面積，皮下脂肪摩及び肉飽には両群の龍に顕著な差はみられなかったが，

指肪交雑はパイプハウスが既存牛舎に比べ非常に高い値であった.

4 平均最高気温は，パイプハウスが既存牛舎よりも常に 20C高く，最低気温も同様に lOC高くな

っていた.

Beef Carcass Quality and Blood Components in 

Catt1e Raised in a Greenhouse 

Akio OKA， Masakastu JUEN， Taiji DOGO and Yoshiro TORIKAI 

Summary 

Blood components， dai1y gain and beef carcass quality were studied in cattle rasied in a 
greenhouse and ordinary house. 
(1) After three months， the level of serum cortisol of the cattle in the greenhouse became 
markedly higher than that in the ordinary house， and this state remained unti1 the end of 
the examination. The levels of free fatty acid r“GTP were significantly higher in the cattle 
in the greenhouse at the end of the examination. The levels of vitamin A of the cattle in the 
greenhouse was markedly lower consistently. 

(2) The daily gain of the catt1e in the greenhouse (0.56 kg) was less than that in the ordinary 
house (0.66 kg). 

(3) There were almost no differences in carcass weight， Longissimus muscle area， backfat 
depth and beef color between the two groups of cattle. Marb1ing scores， however， were 
remarkably higher for the cattle in the greenhouse than of those in the ordinary house. 

(4) The average highest temperature and lowest temperature were consistently higher in the 
greenhouse than in the ordinary house by 2

0C and by 1 oC respectively. 
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緒 古言r
zョ がかかり増体性，肉質に問題を生じる可能性がある.

国際化時代に向けて低コスト生産を図るため，設備費

の安いパイプハウスを利用した把育牛舎が注告されつつ

ある 5)パイプハウスは建設費が安く，採光性が良く牛

床が乾燥し易いので敷料の長期間利用が可能である.し

かし，舎内の環境変化が激しいため，肥育牛にストレス
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そこで，パイプハウスと既存牛舎での肥宵牛の出液成

分を調べることにより健康状態を比較し，さらに増体性

及び肉質を検討した.

材料及び方法

1 試験期間

1993年6月から 1993年 12月

2 供試牛
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表 1に示した 24か月齢の黒毛和種去勢肥育牛 6頭を ℃ 

パイプハウスと既存牛舎の 2群に分け用い， 30か月齢

でと殺した.体重は毎丹担1]定した.

3 供試牛舎

パイプハウスは 7.2m(閉口)X25m (長さ)x3.9m 

(軒高)の園芸用で，組立パイプ仕切りにより 20nf( 4 

mX 5 m)の牛房を 4つ設置した， 5丹から 10月にか

けては銀幕シート(遮光主幹部%)でハウスを覆い遮光し

た.対販としてはスレート葺の既存牛舎を用い，牛房の

面積はパイプハウスと同じ 20nfであった.

敷料はオガクズとモミガラを 4: 1 (重量比)で混和

したものを使用した.既存牛舎は概ね 1か月間隈で敷料

を交換したが，パイプハウスは糞尿処理の省力化を検討

するため試験期題中，敷料の交換は行わなかった.

牛舎の温度は毎日，最高及び最低温度を測定した.

4 給与朗料

飼料は調群共に同じものを給与し，濃厚飼料は関接検

定用配合館料と圧ペン皮剥き大麦を 5: 2の割合で混合

したものを 1臼1頭当たり 6ぬ与えた.組飼料はイナ

ワラだけ l日l頭当たり1.5kgを給与した.

5 血液成分分析

血液は試験開始時 3か丹後及び試験終了時に真空採

血管を用い頚静脈から採取した.採血誼後に赤鹿球数

(以下RBCという)，白血球数(以下WBCという)及び

ヘモグロピン(以下Hbという)を自動血球計数機で，

ヘマトクリットを毛細管法により測定した.また，採血

直後に遠心分離し，得られた血清は分析するまで-40

OCで保存した.血清中コルチゾールは担.1]定キット(アマ

レックスコーチゾール，日本コダック)を用い RIAで

測定した.崩請中ビタミンA(以下 VAという)， ビタ

ミンE(以下VEという)及びβーカロチンは高速液体ク

ロマトグラフィによって樹定した.血清総軍白(以下

TPという)，血清アルブミン(以下Albという)， グル

コース(以下Gluという)，尿素体議案(以下 UNとい

う)，総コレステロール(以下T-choという)， トリグリ

セリド(以下TGという)，カルシウム(以下Caという)，

GOT及び y-GTPは血液自動分析機(寄士ドライケム

5500，富士フィルム)で測定した.遊離脂肪酸(以下

NEFAという)は測定用キット (NEFACテストワコー)

を用い測定した.

6 枝肉評価

枝碍の評価は日本食肉格付協会の検査員が格付したも

のを用いた.
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図1 試験期間中の最高及び最低気温の変化

表 1 供試牛

区分 牛No. 試験開始
血 統

時日齢 父 母方祖父

60 724 谷福土井安美土井
/"fイフ。ノ、ウス 62 715 菊照土井安谷土井

63 713 菊照土井菊安土井

105 793 谷補土井菊損土井

既存牛舎 61 721 茂吉存波照菊波

64 678 茂幸波菊安土井

表2 体重の推移

区分 試験開始時 3か月後 試験終了時

パイプハウス 505.0土82.2kg569.7こと89.2 599.7土88.8

既存牛舎 499.3土101.2 563.7土100.5610.7土95.5

平均億二七標準偏差

結果

1 牛舎内温度の変化

試験期間中の最高気温は，パイプハウスが既存牛舎よ

りも常に 20C高く，最低気楓も詞様に lOC高くなってい

た(図1)，

2 体震の推移及び餌料摂取量

試験開始時の平均体重はパイプハウスが505.0kg，既

存牛舎が499.3kgであったが，試験終了時の体重はパイ

プハウスが599.7kg，既存牛舎が610.7kgとなり，増体

量はそれぞれ94.7kg， 111.3 kgであった(表2).試験

期陪中の 1日当たりの増体量(以下 DGという)はパイ

プハウス 0.56kg，既存牛舎0.66kgと既存牛舎の方が増

体性が良い傾向が認められた.この傾向は試験後半に顕

著に認められた.

試験期陽中の 1頭 1臼当たりの平均飼料摂取量は，ノf
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イプハウスが濃障飼料 4.5kg，粗鰐料 0.9~ぼであり，既

存牛舎がそれぞれ4.9kg， 1.4 kgであった.パイプハウ

スの摂取量は試験後半に低下した.

3 出;夜成分の変化

表3に示すように血清中コルチゾール濃度は試験開始

時パイプハウスがやや高い{頃向がみられたが，顕著な差

はみられなかった. しかし 3か月後にはパイプハウス

のコルチゾールが既存牛舎に比べ著しく高くなり，試験

終了時においてもパイプハウスが高い傾舟を示した.

RBC， Ht及びHbは月齢が進むにつれて増加傾向を示

したが，両群の聞に有意な差はみられなかった. WBC 

は3か月後及び試験終了時にパイプハウスが高い償向を

示した. TP， Glu， UN及びTGは試験期龍を通じて雨群

の聞に有意な差はみられなかった. Alb， T-cho は試験

終了時に既存牛舎でパイプハウスよりも高い額肉を示し，

NEFA はパイプハウスで有意に高い績を示した.また，

肝機能障害の指標となる GOT，r-GTPは試験終了時に

パイプハウスで高い{直を示した.由清中 VA濃度は試験

期開を還してパイプハウスの方が顕著に低い億であった.

VE濃度は再群に有意な差は認められなかった.

4 枝肉成績

表4!こ示すように枝肉重量，ロース芯商積，皮下脂肪

厚及び肉色 (BCSNO.)には荷群の間に顕著な差はみら

れなかった. しかしながら，脂肪交雑 (BMSNo.)は既

存牛舎が3.7:.t1.2であるのに対してパイプハウスが8.3

土1.5と非常に高い値であった.

考察

肉牛は多くの環境要国に取り留まれて生産活動を続け

ており，その環境整因の作用により生体は非特異的な反

Jj(5.すなわちストレス反応を示す.ストレスが加わると，

大脳皮質，大脳辺縁系などの上位中枢の関与した，視床

下部一下垂体一部腎皮質系の反応が起こり，邸中の副腎

皮質刺激ホルモン，富リ聾皮質ホルモン(以下コルチゾー

ルという)が上昇する 2.3) ストレスとなる環境要菌に

は様々なものがあるが，パイプハウスと既存牛舎で異な

る環境要因は温熱環境と衛生環境(臭気など)が考えら

れる.

今回の試験では，パイプハウスの温度が既存牛舎より

も常に 20C高くなっていたが， 1993年の夏は冷夏で最

高気温が30'OCを越える日は試験期間中で21E3しかなく，

暑熱による明確な影響は見られなかった.

血清中コルチゾールは 3か月後で既存牛舎よりもパイ

プハウスで高くなっていた.車中コルチゾール濃度は暑

熱によっても上昇するが，それは一過性でその後低下す

ると嘗われている 1・ベしたがって，このコルチゾール

の上昇は暑熱以外のストレスによるものと推察されるが

それが何であったかは不暁である.

血中 VA濃度はパイプハウスでは試験が進むしたがっ

て低下したが，既存牛舎では高い値を維持した.間牛舎

表 3 血液成分の変化

ノfイフ。ノ、ウス 既存牛舎
血液成分

試験開始時 3か丹後 試験終了時 試験開始時 3か月後 試験終了時

コルチゾ}ル (μg/di) 0.56土0.17 1.45土0.25・ 1.07土0.43 0.38:.t0.02 0.29 :.t0.35 0.53土0.25
RBC (10'/mnl) 732土27 759土81 816土43 747:.t111 741土113 856土25

WBC (10' /mnl) 7.4士0.6 14.2土11.1 8.5土3.0 7.2土1.1 7.0土0.4 7.0土0.3
日t (%) 36.3土1.5 37.3土5.1 39.0:.t3.5 37.0土6.1 39.3土9.0 41.0土6.9

Hb ( g/di) 11.5:.t 1.0 13.6ごと2.0 12.7:.t 1.2 12.2土1.9 12.6土2.4 13.3土1.8

TP (g /di) 5.8土0.2 6.3土0.3 6.4 :.t0.4 5.6土0.4 5.8土0.2 5.8土0.5

Alb (g /di) 3.0ごと0.1 3.5土0.4 3.2ごと0.3 3.2土0.4 3.4土0.6 3.7:.t0.2 

Glu (mg/di) 73.3土4.5 80.3土5.1 77.7 :.t4.7 76.7土8.0 77.3土5.0 82.7土4.5

UN (mg/d2) 12.5土3.1 13.5土2.1 10.0土1.6 15.2:七4.3 11.0土0.4 9.0土1.4
T附 cho (昭/d2) 105.0:.t 22.1 101.3土11.1 110.7土24.7 100.3土33.6 109.7土22.2 146.0土35.6

TG (時/d2) 28.7土8.1 30.0土5.2 32.3土1.5 33.0土2.0 32.7:.t1O.0 33.7:.t 1.5 
NEFA (μEq/ R.) 106.7:.t16.9 133.7土39.4 165.3土27.2・ 112.0 :.t42.5 116.3土6.8 97.0土12.1

Ca (mg/di) 9.4土0.3 9.6土0.4 9.7 :.t0.2 9.7土0.3 9.6土0.2 10.0土0.3
GOT (U/ R.) 52.7土19.3 53.0土13.0 70.0土23.4 57.3土24.6 43.0土7.5 51.3土9.5

r-GTP CU/R.) 20.0土1.7 23.3:.t5.0 35.7土8.3・ 15.7土3.2 18.3土0.6 16.7土2.1

VA (IU/di) 79.9土8.9* 65.3土3.1* 56.1土9.7・ 129.8土17.3 110.3土24.8 126.5土35.6
VE (μg/d2) 193.8士90.9 175.4土38.7 200.0土83.4 149.9ゴニ34.9 220.8土34.7 290.8土79.9

平均値土標準偏差
-既存牛舎との関に脊窓差あり (P<0.05)
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表4 枝肉成績

枝l荷重量 脂肪交雑 肉色 ロース;お函穣皮下脂肪摩歩留基準鑑
(kg) (BMS No.) (BCS持0.) (cnf) (cm) 

455.6 10 4 49 2.3 72.8 
344.6 8 4 49 1.7 73.7 
319.8 7 3 41 1.4 73.2 
373.3 8.3・ 3.7 46.3 1.8 73.2 
72.2 1.5 0.6 4.6 0.5 0.5 

440.2 5 4 51 2.1 72.7 
298.0 3 2 36 1.4 71.9 
391.2 3 5 46 1.7 73.0 
376.5 3.7 3.7 44.3 1.7 72.5 
72.2 1.2 1.5 7.6 0.4 0.6 
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ともに時一館料を給与しており VAの給与量は同じであ

ることから，パイプハウスにおける VAの消費量が既存

牛舎よりも多いと考えられる.我々は以前にパイプハウ

スの悪臭の発生状況を調査し，敷料の利用期間が延びる

にともないアンモニア及びアミン類の発生が著しく多く

なるのを認めた.パイプハウスにおける VAの消費が何

に起因するものか明らかではないが，これらの有害ガス

がストレスとして牛体に影響し VAの消費量を増大させ

た可能性も考えられる.

また，試験終了時のパイプハウスの r-GTP及びNEFA

は既存牛舎に比べ有意に高く， Alb，T-choは低い傾向を

訴した.このことから試験終了時におけるパイプハウス

の牛は肝機能が低下し栄養状態が良好でなかったと考え

られる.

枝肉成績では肉色，ロース芯罰積及び皮下脂肪厚には

パイプハウスと既存牛舎で葦は見られなかったが，脂肪

交雑はパイプハウスの方が顕著に良野であった.この原

図としては遺伝的な要因も考えられるが，それだけでは

脂肪交雑の顕著な差を説明することは器難であり，環境

要閣による影響が考えられる.間らは肉質特に脂崩交雑

に対する VAの影響を調べ，車中 VA濃度をある程度低

くした方が脂肪交雑が良くなることを報告している 6)

今回の試験でパイプハウスの血中 VA濃度が常に既存牛

舎より著しく低い憶を示していたことから，この VA濃

度の差が指肪交雑に影響したことが推察される.また，

和田は血中コルチゾール濃度が高い牛は指肪交雑が高い

と報告しており?とこれも今西の結果と一致している.

この理由として，脂肪交雑の高い牛は甲状腺機能カ当民く、

エネルギー源が脂肪から糖に代わらざるをえなくなり副

腎皮質ホルモンの分泌が増加すると推察している7)

以上のことからパイプハウスにおける飼養環境は肥宵

牛の増体，府震に影響することがわかった.特に暑熱以

外の要国が大きく影響することが分かつたので，今後そ

の要因を見つけ出し，ストレスと生体反応及び肉賓の関

係を解明する必要がある.
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